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株式会社 通信機製作所 インフラ情報システム部 (代
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業績：対流圏ウィンドプロファイラの開発と気象観測で

の実用化に関わる功績 

 

選定理由： 

時々刻々と変化する対流圏内の風速を把握すること

は，天気予報精度を向上させる上で重要である．しかし

ながら気象庁が現業として行っている気球を使ったラ

ジオゾンデ観測の回数は限られているため，より時間的

に密なデータの取得が望まれていた．このような状況に

おいて，橋口浩之氏および三菱電機（株）通信機製作所

のグループは，高度約5 kmまでの下部対流圏の風速を，

高い時間分解能で連続的に観測可能な高性能ウィンド

プロファイラを開発し，気象庁のウィンドプロファイ

ラ・ネットワーク「局地的気象監視システム（WINDAS）」

を実現するための礎を築いた．このウィンドプロファイ

ラ（下部対流圏レーダー，Lower Troposphere Radar; 以

下ではLTRと表記）は，大気乱流に伴う電波屈折率揺らぎ

を利用することにより，全天候において水平風速2成分

（東西・南北成分）の高度分布を，また晴天時には鉛直

成分を含めた風速3成分の高度分布を，時間的に連続な

計測を可能とするものである． 

LTRの開発は，京都大学の大気レーダー研究グループ

が主導してきた．橋口氏は，レーダーシステム全体の設

計とシステム制御ソフトウェアの開発において，中心的

な役割を果たしてきた．またソフトウェア・ハードウェ

ア含む全体性能評価，リアルタイムの不要信号除去技術

など，問題点の洗い出しや改良を担ってきた．橋口氏の

所属する京都大学と三菱電機（株）の共同研究グループ

は，レーダー大気観測技術の共同開発によりMUレーダー

（1984年に完成）などを実現してきた．橋口氏はこの技



術基盤の上に，フェーズドアレイシステム制御の高度化

や，レーダー動作とパルス圧縮の高性能化などを行った．

このような技術開発は，学術的に先端性の高い研究から，

ソフトウェアとハードウェアの動作の齟齬を解消する

ような多岐にわたる実装上の困難を地道に１つずつ解

決することにより実現した． 

三菱電機（株）のグループでは，主にハードウェアの

開発と実装を担当し，橋口氏が設計した新しいレーダー

の構築，位相変調パルス圧縮技術の開発と実装，高精度・

低雑音な信号取得などを実現してきた．また橋口氏によ

る性能評価をうけて，装置の改良・改修を何度も繰り返

してきた．このように橋口氏と三菱電機（株）のグルー

プは，連携を取りながらハードウェアとソフトウェアシ

ステムを協調動作させるため多くの工夫を重ね，連続的

な気象観測で必要となるレーダーシステム全体の高性

能化と安定運用化を実現した． 

LTR実現に至る経緯は1990年代初頭にさかのぼる．京

都大学の深尾昌一郎教授（当時）は，MUレーダーで培わ

れた技術を大幅に小型化した可搬型境界層レーダー

（Boundary Layer Radar; BLR）の開発を提唱し，橋口氏

の協力の元で完成させ，インドネシアにおける連続観測

を実現した．BLRのハードウェアは三菱電機（株）が実現

したものである．BLRによる新しい観測からは，従来の気

球観測や衛星観測のみでは解析不可能であった，熱帯下

層大気の擾乱特性に関するさまざまな発見がもたらさ

れた．これらの学術的研究成果は，開発されたレーダー

の観測精度と安定運用を保証するものであり，その後の

レーダーの社会実装の基礎となった．京都大学と三菱電

機（株）は，さらに観測性能や可搬性の向上をめざして

開発を進め，1990年代末にはその集大成として，実用レ

ベルの運用が可能なLTRの開発に成功したものである．

LTRは，この種の小型レーダーとしては世界初のアクテ

ィブ・フェーズドアレー方式を採用し，高速なレーダー

ビーム走査を安定動作させたものである．またLTRは総

合的なシステム感度をBLRに比べて約100倍も向上させ

ている．さらにLTRは新たなパルス圧縮技術を開発する



ことにより，従来のレーダーでは観測が困難であった大

気最下層の観測も実現し，下部対流圏全域のリアルタイ

ム連続計測を可能にした． 

このようにして開発されたLTRは，気象庁の現業気象

観測で必要とされるのに十分な観測性能と安定運用性

を兼ね備えたものであった．これを受けて，気象庁は

2001年に，25台のLTRを用いたWINDASを全国の現業観測

に導入した．気象庁は現在までに33台のＬＴＲを導入し，

世界一の空間密度と精度を誇る対流圏下層風速観測網

を実現している．これらの観測データは，大雨をもたら

す大気下層の水蒸気の動態監視に威力を発揮するとと

もに，現業数値予報モデルの予測精度の向上に寄与する

など，全国の気象台における実況監視と予報業務に不可

欠なものとなっており，気象災害対策などを通じて大き

な社会貢献となっている． 

以上のように橋口浩之氏と三菱電機（株）の新しい風

観測技術の開発成果は，気象学・気象技術に革新的発展

をもたらすとともに，その成果は気象防災の面において

も多大なる社会貢献をなしたものと評価されるため，

2022年度岸保・立平賞を贈呈するものである． 
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